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【手続補正書】
【提出日】平成26年9月19日(2014.9.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　感知電力をモニタリングするように、及び前記感知電力に関連するパラメータを含むフ
ィードバック信号を生成するように、構成される二次側コントローラと、
　前記フィードバック信号の表示を変調するように構成される変調モジュールであって、
前記変調が一次側コントローラに伝送され、前記一次側コントローラが、電力損失式に適
用されるように前記パラメータに基づいて充電を阻止するように構成される、前記変調モ
ジュールと、
　を含む、システム。
【請求項２】
　請求項１に記載のシステムであって、
　前記パラメータが、前記感知二次電力に関連する定数と二次側の静止（ｑｕｉｅｓｃｅ
ｎｔ）放散との少なくとも１つを含む、システム。
【請求項３】
　請求項１に記載のシステムであって、
　前記二次側コントローラによってモニタリングされるべき二次側電流を感知するための
感知レジスタと増幅器とを更に含む、システム。
【請求項４】
　請求項１に記載のシステムであって、
　前記変調モジュールが、振幅変調信号とパルス幅変調信号と周波数変調信号と位相偏移
変調信号と赤外信号と無線周波数信号との少なくとも一つを伝送する、システム。
【請求項５】
　請求項１に記載のシステムであって、
　前記一次側コントローラであって、前記変調モジュールからの変調を復調するように、
前記フィードバック信号の前記復調表示を一次電力と比較するように、及び一次電力に対
する二次電力の効率が所定のレベルより小さい場合に充電を阻止するように、構成される
前記一次側コントローラを更に含む、システム。
【請求項６】
　請求項５に記載のシステムであって、
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　前記所定のレベルがユーザー設定可能である、システム。
【請求項７】
　請求項５に記載のシステムであって、
　前記一次側コントローラが共振コンバータを制御する、システム。
【請求項８】
　請求項５に記載のシステムであって、
　前記所定のレベルが、寄生金属要素の存在を示すよりも下のレベルを含む、システム。
【請求項９】
　誘導性結合の二次側で電力を感知することと、
　前記感知電力に関連するパラメータを含む表示を生成することと、
　前記感知電力の前記表示を変調することと、
　前記感知電力の前記変調表示を前記誘導性結合の一次側に伝送することと、
　を含む、方法であって、
　前記一次側が、電力損失式に適用されるように前記パラメータに基づいて電力伝送を阻
止するように構成される、方法。
【請求項１０】
　請求項９に記載の方法であって、
　前記パラメータが、前記感知二次電力に関連する定数と二次側の静止放散との少なくと
も１つを含む、方法。
【請求項１１】
　請求項１０に記載の方法であって、
　前記変調することが、振幅変調と周波数変調と位相偏移変調とパルス幅変調と赤外シグ
ナリングと無線周波数シグナリングとのうちの少なくとも１つを含む、方法。
【請求項１２】
　請求項１１に記載の方法であって、
　前記変調表示が、寄生金属性要素の存在を判定するために前記一次側により用いられる
、方法。
【請求項１３】
　請求項１２に記載の方法であって、
　前記一次側で前記変調表示を受け取ることと、
　前記感知電力の前記変調表示を復調することと、
　を更に含む、方法。
【請求項１４】
　請求項１３に記載の方法であって、
　伝送効率を判定するために、前記感知電力の前記復調表示を一次側電力と比較すること
と、
　前記伝送効率に基づいて寄生金属性要素の存在を判定することと、
　を更に含む、方法。
【請求項１５】
　請求項１４に記載の方法であって、
　前記寄生金属性要素の存在の前記判定が肯定である場合に一次電力伝送を阻止すること
を更に含む、方法。
【請求項１６】
　誘導性結合の二次側から感知電力に関連するパラメータを含む表示を受け取ることと、
　一次から二次への電力伝送の効率を判定するために前記パラメータを電力損失式に適用
することと、
　前記効率に基づいて寄生金属性要素の存在を判定することと、
　を含む、方法。
【請求項１７】
　請求項１６に記載の方法であって、
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　前記パラメータが、感知二次電力に関連する定数と二次側での静止放散との少なくとも
１つを含む、方法。
【請求項１８】
　請求項１６に記載の方法であって、
　前記寄生金属性要素の存在の前記判定が肯定である場合に一次電力伝送を阻止すること
を更に含む、方法。
【請求項１９】
　請求項１６に記載の方法であって、
　前記二次側で電力を感知することと、
　前記感知電力の表示を生成することと、
　前記表示を変調することと、
　前記変調表示を前記一次側に伝送することと、
　を更に含む、方法。
【請求項２０】
　一次側コントローラを含むシステムであって、
　前記一次側コントローラが、
　誘導性結合を通って伝送される電力を制御するように、
　感知二次電力に関連するパラメータを含む表示を受け取るように、及び
　一次電力に対する感知二次電力の効率を判定するために前記パラメータを電力損失式に
適用することにより寄生金属性要素が存在するかどうかを判定するように、
　構成される、システム。


	header
	written-amendment

